
特 集 

友好交流 30 年のあゆみ
〜伊万里市民訪問団が中国大連市を訪問〜

● 問合先　国際戦略室（☎㉒７０４６）

　
伊
万
里
市
と
中
国
大
連
市
の
友

好
交
流
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
今
年

で
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　『
10
年
、
偉
大
な
り
』、『
20
年
、

恐
る
べ
し
』、『
30
年
、
歴
史
に
な

る
』、『
50
年
、
神
の
ご
と
し
』。

　
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い

た
中
国
の
格
言
が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
も
、『
継
続
は
力
な
り
』
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
友

好
的
な
関
係
は
、
一
朝
一
夕
に
作

り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
両
市
が
行
っ
て

き
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
に
よ
っ
て

『
歴
史
』
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
友
好
交
流
30
周
年
を
記
念

し
、
総
勢
59
人
の
市
民
訪
問
団
が
、

５
月
20
日
か
ら
23
日
（
※
）
に
か

け
て
大
連
市
を
訪
れ
、
交
流
行
事

や
文
化
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
30
年
の
交
流
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
訪
問
団
の
交
流
活

動
の
紹
介
な
ど
を
通
し
て
、
次
代

を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
両
市
の

関
係
と
相
互
発
展
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

（
※
）
途
中
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
大
連

コ
ー
ス
の
団
員
は
23
日
に
帰
国
。

大
連
・
西
安
コ
ー
ス
の
団
員
は
22

日
に
西
安
に
移
動
、
24
日
に
帰
国
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■
交
流
の
始
ま
り

　
伊
万
里
市
と
大
連
市
と
の
交
流

の
始
ま
り
は
、
１
９
８
７
年
８
月
。

当
時
の
竹
内
通
教
伊
万
里
市
長
を

団
長
と
す
る
『
伊
万
里
市
経
済
交

流
中
国
視
察
団
』
が
、
中
国
の
港

湾
な
ど
の
実
情
視
察
や
経
済
交
流

の
可
能
性
の
調
査
を
す
る
た
め
、

大
連
市
を
は
じ
め
と
す
る
６
都
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ

頃
、
大
連
市
か
ら
著
名
な
書
道
家

で
あ
る
于う

植
し
ょ
く

元げ
ん

さ
ん
を
団
長
と
す

る
教
育
視
察
団
が
伊
万
里
市
を
訪

問
。
こ
の
相
互
交
流
か
ら
両
市
の

交
流
が
始
ま
り
、
そ
の
時
々
の
時

勢
に
合
わ
せ
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
交
流
を
進
め
て
い
こ
う
と
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
１
９
８
８
年
10
月
に
は
、
大
連

市
か
ら
太
極
拳
の
指
導
者
・
劉
り
ゅ
う

偉い

さ
ん
を
招
き
、
１
か
月
に
わ
た
り

市
内
各
所
で
講
習
会
を
開
催
。
熱

心
な
指
導
を
行
い
、
約
６
０
０
０

人
の
市
民
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
『
伊
万
里

市
武
術
太
極
拳
連
盟
』
が
結
成
さ

れ
、
26
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

■
各
種
研
修
生
の
受
け
入
れ

　
１
９
８
９
年
２
月
、
大
連
市
か

交
流
の
歴
史

ら
の
縫
製
技
術
研
修
生
の
受
け
入

れ
を
皮
切
り
に
、
梨
栽
培
技
術
、
牛

肥
育
技
術
な
ど
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９
９
１

年
４
月
に
は
、
第
１
期
公
務
研
修

生
を
受
け
入
れ
。
以
降
も
受
け
入

れ
は
続
き
、
現
在
18
人
目
と
な
る

李り

瑩え
い

さ
ん
が
市
内
で
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

↑市民体育祭での劉偉さんの太極拳模範演舞↑公務研修生受け入れ開始

１
９
８
７
年
８
月
　
相
互
訪
問
に
よ

り
伊
万
里
市
と
大
連
市
の
交
流
開
始

１
９
８
８
年
10
月
　
大
連
市
か
ら
太

極
拳
指
導
者
・
劉
り
ゅ
う

偉い

さ
ん
を
招
し
ょ
う

聘へ
い

。

１
か
月
間
に
わ
た
り
市
内
で
指
導

１
９
８
９
年
２
月
　
大
連
市
か
ら
縫

製
技
術
研
修
生
を
受
け
入
れ
。
以
後
、

各
種
研
修
生
を
受
け
入
れ
る

１
９
８
９
年
３
月
　
伊
万
里
市
国
際

交
流
協
会
が
発
足

１
９
８
９
年
12
月
　
魏
富
海
大
連
市

長
ら
政
府
代
表
団
が
来
伊

１
９
９
１
年
４
月
　
大
連
市
か
ら
第

１
期
公
務
研
修
生
を
受
け
入
れ

１
９
９
２
年
８
月
　
伊
万
里
市
卓
球

友
好
親
善
訪
中
団
が
大
連
市
を
訪
問

１
９
９
６
年
10
月
　
伊
万
里
市
日
中

友
好
協
会
が
大
連
市
を
訪
問
。
竹
内

通
教
さ
ん
に
『
大
連
市
名
誉
市
民
』

が
授
与
さ
れ
る

１
９
９
７
年
７
月
　
友
好
交
流
10
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
代
表
団
が

大
連
市
を
訪
問

１
９
９
７
年
９
月
　
梨
栽
培
技
術
指

導
者
・
堀
田
節
次
さ
ん
（
南
波
多
町
）

が
中
国
国
家
『
友ゆ
う

誼ぎ

賞
』
を
受
賞

１
９
９
９
年
８
月
　
大
連
第
37
中
学

校
の
生
徒
が
来
伊
し
、
啓
成
中
学
校

の
生
徒
と
交
流

２
０
０
０
年
８
月
　
啓
成
中
学
校
の

生
徒
が
大
連
市
を
訪
問
。
大
連
第
37

中
学
校
の
生
徒
と
交
流

２
０
０
１
年
９
月
　
大
連
市
金
州
区

国
営
農
場
『
日
本
良
質
梨
導
入
栽
培

及
び
普
及
モ
デ
ル
基
地
』
碑
除
幕
式

で
伊
万
里
市
収
入
役
な
ど
が
大
連
市

を
訪
問

交
流
に
関
す
る
主
な
動
き

■
そ
し
て
友
好
交
流
都
市
へ

　
２
０
０
７
年
５
月
、
友
好
交
流

20
周
年
を
記
念
し
て
、『
両
市
の
友

好
協
力
関
係
の
更
な
る
強
化
に
関

す
る
協
議
書
』
に
調
印
し
、
友
好
交

流
都
市
締
結
に
至
り
ま
し
た
。
同

じ
年
の
11
月
に
は
、
76
人
の
市
民

交
流
訪
問
団
が
大
連
市
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
降
も
市
民
訪
問
団
の
派
遣
な

ど
を
通
じ
て
、
両
市
の
友
好
の
輪

は
広
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

↑友好交流都市の協議書に調印

大連市の紹介

大連市は、中国東北部の遼寧省の中で最も南に
あり、三方を海に囲まれた美しい都市です。中
国における有名な港湾・工業・観光都市であ
り、『アカシアのまち』、『ファッションのまち』、

『サッカーのまち』などと言われています。

● 人口　698.7 万人（2016 年３月・伊万里
　市の約 125 倍）
● 面積　12,574 ㎢（伊万里市の約 50 倍）

大連市の行政機関などが集中する約 12 ㎢の広大な面積の『人民広場』

↑鈴なりに白い花を咲かせる
　『アカシア』

1988.102007.5 1991.4 〜

※ 写真は現在の公務研修生・李瑩さん（中央）
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２
０
０
０
年
８
月
に
両
市
の
中

学
生
が
交
互
に
訪
問
し
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
交
流
を
行
っ
た
ほ
か
、

２
０
１
６
年
１
月
に
は
大
連
市
か

ら
小
学
生
修
学
旅
行
団
が
市
内
の

小
学
校
を
訪
問
。
日
本
の
折
り
紙

や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
２
０
０
２
年
８
月
、

中
国
・
北
京
市
で
開
催
さ
れ
た
友

好
都
市
対
抗
中
学
生
卓
球
大
会
で

は
、
伊
万
里
市
と
大
連
市
の
中
学

生
が
ペ
ア
を
組
み
出
場
。
今
年
８

月
開
催
の
同
大
会
に
も
市
内
の
中

学
生
２
人
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。

■
観
光
交
流

　
近
年
で
は
観
光
面
で
の
交
流

も
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
以
降
は
、
大
連
市
旅

遊
局
観
光
視
察
団
や
国
際
旅
行
社

が
伊
万
里
市
を
訪
問
し
、
大
川
内

山
な
ど
を
視
察
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
１
５
年
か
ら
は
伊
万
里

市
か
ら
も
観
光
Ｐ
Ｒ
代
表
団
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

■
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

　
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
通
じ
て
、
両
市
の
友
好
関
係
が

築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
に
応
じ
た

交
流
を
行
い
、
相
互
の
発
展
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特 集 　友好交流 30 年のあゆみ

■
産
業
交
流

　
大
連
市
か
ら
は
１
９
９
０
年
５

月
の
農
業
技
術
視
察
団
を
は
じ
め

と
し
て
、
水
産
業
・
縫
製
技
術
・

テ
レ
ビ
局
技
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
視
察
団
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
伊
万
里
市
か
ら
は
梨
栽

培
の
技
術
者
や
牛
肥
育
技
術
の
指

導
者
、
陶
芸
家
を
派
遣
す
る
な
ど
、

伊
万
里
が
持
つ
高
い
技
術
を
伝
え

て
い
ま
す
。

■
経
済
交
流

　
２
０
０
３
年
11
月
に
大
連
港
と

伊
万
里
港
と
の
間
に
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
大

連
港
か
ら
は
家
具
や
日
用
品
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
品
目
が
輸
入
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
多
様
な
分
野
で
の
交
流

伊
万
里
港
か
ら
は
機
械
製
品
な
ど

が
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
万
里

港
は
現
在
、
５
つ
の
定
期
コ
ン
テ

ナ
航
路
が
あ
り
、
博
多
港
、
北
九

州
港
、
志
布
志
港
に
次
ぐ
九
州
第

４
位
の
取
扱
量
を
誇
る
物
流
拠
点

港
へ
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
０
０
４
年
10
月
、
中

国
へ
の
伊
万
里
産
品
の
販
路
開
拓

を
目
指
し
、
大
連
市
の
デ
パ
ー
ト

で
『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』
を
開
催
。

伊
万
里
梨
や
伊
万
里
焼
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　■
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
面

で
は
、
両
市
の
青
少
年
交
流
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
　

世界有数の貿易港『大連港』

２
０
０
２
年
５
月
　『
中
国
大
連
市
商

品
交
易
会
』
に
市
内
企
業
の
工
業
製

品
な
ど
を
出
展
。
同
時
に
『
鍋
島
献

上
の
儀
』
を
行
い
、
大
連
市
政
府
へ

色
鍋
島
を
献
上

２
０
０
４
年
４
月
　
伊
万
里
市
制
50

周
年
を
記
念
し
、
夏
徳
仁
大
連
市
長

が
来
伊
、『
友
好
交
流
の
証
』
と
し
て

ア
カ
シ
ア
を
記
念
植
樹
。
７
月
に
は

伊
万
里
市
民
訪
問
団
が
大
連
市
で
マ

キ
の
木
を
記
念
植
樹

２
０
０
７
年
５
月
　
塚
部
市
長
が
大

連
市
を
訪
問
。
夏
大
連
市
長
と
と
も

に
協
議
書
に
調
印
し
友
好
交
流
都
市

に
な
る

２
０
０
７
年
11
月
　
友
好
交
流
20
周

年
を
記
念
し
、
市
民
訪
問
団
76
人
が

大
連
市
を
訪
問

２
０
０
８
年
８
月
　
伊
万
里
市
国
際

交
流
協
会
20
周
年
を
記
念
し
、
伊
万

里
市
・
大
連
市
青
少
年
友
好
交
流
訪

問
団
が
大
連
市
を
訪
問
し
、
書
道
・

卓
球
交
流
を
行
う

２
０
１
２
年
８
月
　
友
好
交
流
25
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
民
訪
問
団

41
人
が
大
連
市
を
訪
問

２
０
１
５
年
１
月
　
大
連
市
旅
遊
局

観
光
視
察
団
が
来
伊

２
０
１
６
年
１
月
　
大
連
市
の
小
学

生
修
学
旅
行
団
１
９
８
人
が
来
伊
。

５
日
間
に
わ
た
り
伊
万
里
市
内
の
小

学
校
５
校
と
交
流
　

２
０
１
６
年
５
月
　
伊
万
里
市
民
友

好
訪
問
団
を
派
遣
。
塚
部
市
長
に
大
連

市
名
誉
市
民
の
称
号
が
授
与
さ
れ
る

２
０
１
７
年
５
月
　
友
好
交
流
30
周

年
を
記
念
し
、
伊
万
里
市
民
訪
問
団

59
人
が
大
連
市
を
訪
問

↑啓成中学校の生徒が大連市の中学校を訪問

2000.82005.4

↑農業視察団が伊万里牛の肥育状況を視察↑大連市の小学生と折り紙遊びなどで交流

2016.1

↑ガントリークレーンが林立する大連港

　伊万里港との国際定期コンテナ航路
がある大連港は、中国東北部の海の
玄関口で国際貿易の拠点としての役割
を担っています。世界各国の主要な港
と 86 のコンテナ航路があり、2016
年の取扱量は世界 15 位の 944 万個。
これは、伊万里港の 270 倍以上にも
のぼります。また、中国最大のクルー
ズ港でもあり、年間に 600 万人の乗
客が行き来しています。
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■
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
へ
参
加

　
訪
問
団
員
は
、
ア
カ
シ
ア
祭
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
伊
万
里
市

と
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
て
、
伊
万
里
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
参

加
。
ア
カ
シ
ア
の
花
で
彩
ら
れ
た

コ
ー
ス
を
満
喫
し
な
が
ら
、
参
加

者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

■
切
り
紙
体
験

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
後
は
、

大
連
市
現
代
博
物
館
で
、
大
連
市

の
伝
統
文
化
で
あ
る
『
切
り
紙
』

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
簡
単
な
文

字
か
ら
複
雑
な
文
様
ま
で
、
約
２

時
間
を
か
け
て
製
作
し
ま
し
た
。

は
じ
め
は
「
２
時
間
も
や
〜
」
と

ぼ
や
い
て
い
た
団
員
も
、
い
ざ
作

業
を
始
め
る
と
時
間
を
忘
れ
て
没

頭
。
は
さ
み
を
器
用
に
使
っ
て
作

品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま

■
友
好
交
流
30
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン

　
５
月
20
日
、
友
好
交
流
30
周
年

を
記
念
し
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
連
市
か
ら
は

廬ろ

林り
ん

副
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
、

歴
代
の
公
務
研
修
生
な
ど
23
人
が

出
席
し
、
市
民
訪
問
団
を
温
か
く

歓
迎
。
大
連
市
少
年
宮
の
歌
や
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
伊
万
里
市
か
ら

は
太
極
拳
の
演
舞
を
披
露
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
旧
交
を
温
め
た
り
、

新
た
な
出
会
い
に
話
の
花
を
咲
か

せ
た
り
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

■
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り
開
幕
式

　
５
月
21
日
、
大
連
市
の
リ
ゾ
ー
ト

地
区
で
あ
る
、
棒
捶
島
景
色
区
で

開
催
さ
れ
た
『
大
連
ア
カ
シ
ア
祭
り

開
幕
式
』
に
参
加
。
日
本
の
各
都
市

や
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の

各
国
の
来
賓
を
代
表
し
て
、
塚
部

市
長
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
深
ま
る
理
解
と
絆

大連国際マラソンにも参加

　大連市では、国際マラソン大会が毎年開催され
ています。中国のマラソン大会のなかでも歴史の
ある大規模な大会で、５月 14 日に行われた今年
は、世界各国から約３万人のランナーが集結。伊
万里市からも市民ランナーを４人派遣し、伊万里
ハーフマラソン公式Ｔシャツを着て伊万里をＰＲ
しながら、大連の美しい街並みなどを走りました。

た
、
会
場
に
は
緻
密
に
切
り
抜
か

れ
た
文
様
の
作
品
も
展
示
さ
れ
て

お
り
、
団
員
は
繊
細
で
美
し
い
大

連
市
の
伝
統
文
化
に
関
心
し
た
様

子
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

■
ア
カ
シ
ア
祭
り
・
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
ア
カ
シ
ア
祭
り
と
観
光
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
に
合
わ
せ
て
大
連
市

を
訪
問
し
た
各
国
の
訪
問
団
が
招

待
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。
着
物
姿
で
参
加

し
た
団
員
は
、
各
国
の
参
加
者
か

ら
記
念
写
真
を
求
め
ら
れ
る
な
ど

注
目
の
的
に
。
中
国
の
み
な
ら
ず

世
界
に
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ

を
広
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
の
楽
器
演
奏
や
踊

り
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
約
５
０
０

人
が
参
加
し
た
大
規
模
な
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
訪
問
団
員
も
驚
い
た
様

子
で
し
た
。

↑気分爽快に『ゴール』

↑童心に返って作業
に集中↑見事な造形の展示作品

↑現地のランナーと完走
をたたえ合いました

↑続々とゴールするランナー

↑「友好関係は互い
の発展にも繋が
る」とあいさつす
る塚部市長

5.20 5.205.21

↑劉偉さん直伝の太極拳を披露 ↑記念レセプションで互いの絆を確認↑ 500 人規模の大規模な歓迎レセプション
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　今回の訪問では、これまで両市が築き上げてきた
交流の歴史の重みを振り返り、互いの絆と友情を再
確認することができました。また、観光連携など将
来にわたり互いが発展していくための方策などを話
し合うこともでき、充実した訪問となりました。
　この 30 年、日本と中国の間では緊張状態にあっ
た時期もありましたが、伊万里市と大連市の友好の
糸が切れることはありませんでした。これもひとえ
に、市民同士の草の根交流を続け、互いを理解しあ
えていたからこそではないでしょうか。
　今後、50 年、100 年と友好的な関係を維持して
いくためには、この交流の輪を次世代につなげて行
かなければなりません。そのため市では、今後の 30
周年事業として、青少年を中心
とした交流事業を計画しています。
また、来年度以降もさまざまな交
流事業を計画する予定です。市民
の皆さんが気軽に参加できるよう
なイベントも実施したいと考えて
いますので、その際はぜひ参加を
お願いします。

■
中
日
観
光
大
連
ハ
イ
レ
ベ
ル

フ
ォ
ー
ラ
ム

　
５
月
22
日
、
大
連
市
旅
遊
局
が

主
催
す
る
中
日
観
光
大
連
ハ
イ
レ

ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
日
中

両
国
の
観
光
都
市
や
旅
行
会
社
、

航
空
会
社
な
ど
が
一
堂
に
会
し
て

観
光
連
携
の
方
策
な
ど
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
伊
万
里
市
の
観
光
に
つ
い
て
塚

部
市
長
は
、「
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
に
近
隣
地
域
と

広
域
で
連
携
し
な
が
ら
、
伊
万
里

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
大

連
市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
を
も

と
に
、
今
後
は
相
互
の
滞
在
型
の

観
光
交
流
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
展
望
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場

の
大
型
モ
ニ
タ
ー
に
は
伊
万
里
市

の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が

映
し
出
さ
れ
、
参
加
者
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

■
息
の
長
い
交
流
を
約
束
　
　
　

　
今
回
の
訪
問
で
塚
部
市
長
は
、

大
連
市
の
多
く
の
要
人
と
会
見
。

肖
し
ょ
う

盛せ
い

峰ほ
う

大
連
市
長
は
、「
今
回
多
数

の
市
民
と
訪
問
い
た
だ
い
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
更

な
る
交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

50
年
、
１
０
０
年
の
交
流
に
向
け
て

　
ま
た
、
今
回
訪
問
し
た
日
本
の

各
都
市
の
訪
問
団
の
中
で
唯
一
、

大
連
市
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
中
国
共

産
党
大
連
市
委
員
会
の
譚た
ん

作さ
く

鈞き
ん

書

記
と
の
会
見
が
実
現
。
譚
書
記
か

ら
は
、「
伊
万
里
市
と
は
30
年
の

友
好
交
流
の
歴
史
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
両
市
の
発
展
に

寄
与
で
き
る
交
流
を
お
願
い
し
ま

す
。」と
の
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連

携
を
密
に
し
、
将
来
を
見
据
え
た

息
の
長
い
交
流
を
続
け
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

特 集 　友好交流 30 年のあゆみ

↑観光ハイレベルフォーラムで伊万里をＰＲ ↑譚書記（右）と握手を交わす塚部市長

↑白玉山

市内各地を視察

５月 22 日、一般参加の訪
問団員は大連・旅順コー
スと大連市内コースに分
かれて、市内各地を視察
しました。大連市は旧満
州として日本の統治下に
あった時代があります。
各所にある日本とゆかり
のある歴史的な建物など
を巡って両国の歴史的背
景や関係性について学び、
相互理解を深めました。

↑旧満州鉄道本社

ー 大連を身近に感じられる
取り組みを進めます ー

↑老虎灘

国際戦略室
室長  力武  浩和

◆ 30 周年事業 今後の予定

７月 30 日〜 31 日　大連市の青少年を受け入れ、
芸術・文化交流などを行います。
８月　中国・北京で開催される卓球大会に、大連
市と伊万里市の中学生でペアを組み出場します。
11 月　中学生を大連市へ派遣。ホームステイなど
を通じて国際社会で活躍できる人材を育成します。

5.215.22 5.22

↑大都市・企業に混じり存在感を示しました
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